
長野県北部，野尻湖湖底発掘調査地周辺地域における

野尻湖層の層序と分布

野尻湖地質グループ＊

はじめに

野尻湖発掘調査団は，長野県北部に位置する野尻湖西

岸の立が鼻遺跡の湖底で１９６２年の第１次野尻湖発掘

（以後，第１次発掘のように省略）以降，２０１８年の第２２

次発掘まで継続して発掘調査を行ってきた．野尻湖発掘

調査団は，「最終氷期における旧石器人類と哺乳動物の

係わりに関する研究と，それをとりまく自然環境の復

元」を目標に掲げ，発掘調査を進めている．

野尻湖底の発掘地（以後，湖底発掘地と省略する）周

辺に分布する大型哺乳動物化石，人類遺物などを産する

地層は，第１次発掘の際に「野尻湖層」と名付けられた

（豊野団研グループ・斎藤，１９６４）．１９７３年３月の第５次

発掘後，発掘の見通しをたてるための地質図づくりが提

唱され，その夏から立が鼻周辺で野尻湖層を対象とした

地質調査が本格化した．１９７４年に専門別の研究グルー

プの一つとして，野尻湖地質グループが発足し，毎年，

春，夏，秋に研究集会を開催し，地質図づくりのための

調査をすすめた．湖底発掘地周辺やその西方の仲町丘陵，

池尻川低地には自然露頭がほとんどないために，地主の

理解を得て，畑や空き地などに地質調査用のトレンチを

主として人力で５０ヶ所以上掘削し，地下の地層の層序と

分布を確認した．このような地道な調査に基づく地質図

が，野尻湖発掘調査団地質グループ（１９７７）の「野尻湖

発掘地とその周辺の地質」に掲載された．その後も調査

が継続され，地質図の精度を高める努力が続けられてい

る．また，陸上での旧石器人類の生活面を探ることを目

的として１９７６年から１９９８年まで仲町丘陵において陸上

発掘を行い，この一帯の地質データの蓄積が進んだ（野

尻湖地質グループ，１９８０；１９８４a；１９８４b；１９８７；１９９０a；
１９９３；１９９６；２０００）．

１９８８年には，地質調査所によって野尻湖の琵琶島沖

で湖底ボーリング（NJ８８ボーリング）調査が実施され，
野尻湖底の湖心側には琵琶島沖泥炭層と呼ばれる泥炭層

が分布し，その上位に主にシルトからなる湖成堆積物が

連続して堆積していることが明らかになった（野尻湖地

質グループ，１９９０b）．湖底発掘のたびに発掘地の地質
層序や分布，堆積環境に関する研究もすすめられ，並行

して発掘地周辺の地質調査も約３０年にわたり成果を積

み重ねた結果，湖底発掘地周辺の野尻湖層の全体像を把

握することができた．そこで，野尻湖層の層序区分を見

直して再定義を行い，細分した地層に新たに名称をつけ

た（野尻湖地質グループ，２００４）．２００４年以降に行われ

た第１５～２１次発掘においても，野尻湖地質グループ

（２００４）の層序区分に矛盾がないことが確認されている

（野尻湖地質グループ，２００６；２００８；２０１０；２０１２；２０１４；

２０１８；野尻湖地質グループ・野尻湖火山灰グループ，

２０１６）．

なお，この再定義に際して，仲町丘陵など周辺地域に

分布する野尻湖層相当層の扱いについては，『湖底の堆

積物とは岩相や堆積環境が明らかに異なり，「野尻湖層」

という名称がふさわしくないとの議論は以前からあった．

本論ではこれら地層を「野尻湖層」から除外する．なお，

これら上部更新統については現在調査研究を進めており，

詳細については稿を改めて述べる．』とされ，課題とし

て残した（野尻湖地質グループ，２００４）．

１９９９年から２００１年にかけて，仲町丘陵では国道１８

号野尻バイパスの建設工事が行われることとなり，工事
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に先立ち発掘調査が実施された．発掘は長野県埋蔵財セ

ンターと信濃町教育委員会によって行われ，野尻湖発掘

調査団による仲町丘陵での調査や陸上発掘に比べ，広範

囲の発掘となった（長野県埋蔵文化財センター，２００４）

ため，この地域の地質に関する情報が格段に増した．こ

の発掘調査の成果を加味することにより，層相変化が激

しく火山灰鍵層も乏しいためにそれまで確立できなかっ

た仲町丘陵の地質層序を明らかにすることができた（花

岡，２００３）．

このような経過を基に，本研究では野尻湖地質グルー

プ（２００４）で課題として残された湖底発掘地とその周辺

地域に分布する野尻湖層相当層の層序関係を整理するこ

とを目的に，約４５年間の調査で蓄積した膨大な地質柱

状図や地層スケッチの見直し作業を行った．その結果，

湖底発掘地から池尻川低地に分布する野尻湖層の地質層

序を明らかにすることができた．さらに，この地域にお

ける高精度な地質図および地質ユニットごとの層相分布

図を作成することができたので報告する．

湖底発掘地周辺の地形

野尻湖は，長野県と新潟県の県境近くに位置し，周囲

に黒姫火山，妙高火山，斑尾火山などが分布する．湖の

形状を概観すると，湖北岸の樅が崎と南岸の砂間が崎を

結ぶラインを境に東側では湖岸線が入り組み，沈降海岸

と似た複雑な地形を示す（図１）．一方，西側では比較

的単純な湖岸線を示す．また，水深も東側では湖岸から

急激に深さを増すのに比べて西側ではなだらかな湖底地

形を示す．このため，湖の東側では山地が湖岸に迫り急

傾斜を示すのに対して，西岸の立が鼻発掘地の周辺には

平坦地が発達する．この平坦地の西側には北東から南西

方向へ仲町丘陵が伸び，さらに西側には池尻川低地と呼

ばれる低地が広がる．野尻湖から流出する池尻川は，こ

の低地中央部を流れる．

野尻湖ナウマンゾウ博物館周辺の立が鼻より南の平坦

地には，４段の段丘地形が帯状に分布する（図２）．これ

らの段丘面を本研究では低い方から順に第１～４面と呼

ぶことにする．第１面は現在の湖岸に続く最下位の面で，

標高６５６．７～６５７．７m，この地域で最も広く分布する．
第２面は第１面に次いで広く，標高６５８．９～６６０．１mで
第１面との比高は２m程度である．第３面と第４面の
分布は狭く，第３面の標高は６６１．０～６６４．０m，第４面
は６６１．８～６６６．０mで，両面とも南側ほど高い傾向があ
る．第３面と第４面の比高は，１段下の面からそれぞれ

約２～３mと約１～２mである．各面の標高は信濃町が
作成した１/２５００の都市計画図から読み取った値である．
また，野尻保育所付近には南西方向から流下する河川

（地区の字名から本論では上ノ原沢と呼ぶことにする）

により小規模な扇状地地形が発達する．

一方，立が鼻より北の地域では段丘地形は不明瞭とな

る．仲町丘陵北部にも池尻川低地に流れ込む河川が形成

した扇状地地形が発達するが，国道１８号野尻バイパス

の工事により改変され，現在では確認しにくくなってい

る．池尻川より北部の新町にも２面または３面とほぼ同

じ高さの段丘状の地形が認められる．

仲町丘陵は，調査地域より南の貫ノ木付近から北に向

かって順次高度を落としながら舌状に伸びる．貫ノ木付

近の標高は約７０１m，丘陵北端の池尻川出口付近では約
６５５mである．丘陵西側の池尻川低地との境界は直線状
であり，丘陵西斜面は急傾斜を示す．

仲町丘陵の西側に広がる池尻川低地は，標高約６５１～

６５３mと平坦である．低地の南端に位置する六月集落付
近にも平坦地があり，池尻川はこの平坦面を下刻し，数

段の河岸段丘を形成している．池尻川低地北側の小丸山

は岬状に突出し，平坦地がその周囲をとりかこむ．かつ

ての池尻川はこの低地を曲流していたが，現在は耕地整

理により直線的に改修されている．

湖底発掘地，仲町丘陵，池尻川低地の地質層序と対比

野尻湖地質グループと野尻湖発掘調査団が１９７４年～

２０１８年にかけて実施した地質調査および湖底・陸上発

掘によって得られた膨大な地質柱状図や地層断面スケッ

チと国道１８号野尻バイパス建設工事にともなう発掘調

査で得られた地質データを，野尻湖地質グループ

（２００４）の層序区分に基づいて見直し，仲町丘陵と池尻図２ 野尻湖ナウマンゾウ博物館周辺の地形
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川低地周辺に分布する野尻湖層相当層の層序区分を検討

した．さらにこれらの地域と湖底発掘地の層序対比も検

討した．その結果を図３に示す．また，見直した１２２地

点の地質柱状図と地層断面スケッチのうち，代表的な地

層の積み重なりを確認できたもの２０地点を選定し，調

査地域一帯の対比柱状図を作成した（図５）．今回見直

した柱状図およびスケッチの調査位置を図４に示す．な

お，以後使用する火山灰鍵層名は，野尻湖地質グループ

（１９８４b）のものを用いる．
Ａ．野尻湖層の基盤

この地域に野尻湖層の基盤として分布するのは，信濃

町ローム層（野尻湖地質グループ・野尻湖火山灰グルー

プ，２０１９），神山ローム層下部（野尻湖地質グループ，

１９９４），琵琶島沖層，池尻川岩屑なだれ堆積物（石井・

野尻湖地質グループ，１９９７；野尻湖地質グループ，２００４）

である．

信濃町ローム層は，立が鼻，仲町丘陵及び池尻川流出

口付近で確認できる．スコリア，安山岩質火山礫などを

含む火山灰層から成る．一部では，泥流堆積物となって

いる．分布域や観察できる露頭が少ないため詳細は不明

である．かつて立が鼻火山礫凝灰岩層（冨沢，１９６５）と

呼ばれたものは本層にあたる可能性がある．

神山ローム層下部は，調査地域北方の小丸山付近及び

仲町丘陵の一部で確認される．灰褐色粘土質風化火山灰

層からなり，スコリア層，火山礫層などを挟む．

琵琶島沖層は，仲町丘陵南部と北部地域および NJ８８
ボーリング地点で確認される．本層は，風成の神山ロー

ム層下部および上部Ⅰの同時異相であり，褐色泥炭層お

よび泥炭質シルト層，青灰色粘土層などからなる．仲町

地域では泥流堆積物を挟み，巨礫混じりの泥炭層から成

る．確認される層厚は１m以上であるが断層により変
位を受けており，見かけよりはるかに厚くなる可能性が

ある．上部に普通角閃石をふくむ白色軽石質粗粒火山灰

［キビオコシ］を挟在する．また，下部に挟まれる火山

図３ 湖底発掘地，仲町丘陵，池尻川低地の層序対比図
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灰層は砂粒組成に基づき，神山ローム層下部に対比され

ている（野尻湖火山灰グループ，１９９３b）．
池尻川岩屑なだれ堆積物は，仲町丘陵の西側斜面を流

れる伝九郎用水沿いと小丸山付近で確認される．径５～

１０cm，最大径２m程度の両輝石安山岩の亜円～亜角礫
を含む不淘汰の灰褐色火山灰質シルト層から成る．立が

鼻では，信濃町ローム層を覆う泥流堆積物が確認された

（野尻湖地質グループ，２０１８a）．この泥流堆積物は径
３～１０cmの中～大礫が多く含まれるが，最大径５０cm
の巨礫も含まれる．両輝石安山岩礫が多いが，角閃石の

大きな斑晶を含む緑色角閃石斑岩が含まれる．この泥流

堆積物は池尻川岩屑なだれ堆積物の一部であるか否かに

ついては確認できていない．

Ｂ．野尻湖層

立が鼻発掘地を中心とする野尻湖底に分布する野尻湖

層については，野尻湖地質グループ（２００４）によって再

定義された．ここでは，この野尻湖層の層序区分を基本

として，仲町丘陵に分布する野尻湖層の層序，池尻川低

地に分布する野尻湖層の層序を検討すると同時に，部層

単位での地層名を新称した．また，風成層のローム層の

層序区分については従来の区分を用いるが，部層の名称

については野尻ローム層上部・中部・下部，神山ローム

層上部・下部と呼ぶことにする．

（１）立が鼻発掘地周辺

この地域に分布する野尻湖層は，構成する主な地層の

特徴により下位より貫ノ木シルト部層，海端砂シルト部

層，立が鼻砂部層，芙蓉湖砂シルト部層に区分される．

これらの各部層は層相や軽微な削り込みにより，さらに

２～７のユニットに細分される（野尻湖地質グループ，

２００４）．

（２）仲町丘陵周辺

仲町丘陵とナウマンゾウ親子像周辺に分布する野尻湖

図４ 見直した地質柱状図および地層断面スケッチの調査地点
０１～２０の数字は対比柱状図に用いた柱状図の調査位置を示す．
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層は，立が鼻発掘地付近の湖底に分布するものとは層相

が異なることから，国道１８号野尻バイパス建設にとも

なう発掘調査によって得られた知見を基に新たに区分し

た．下位から貫ノ木シルト部層，仲町礫泥炭部層，仲町

砂礫部層と呼ぶことする（図３）．下位より各部層の層

相および湖底発掘地の野尻湖層との層序関係を記述する．

貫ノ木シルト部層：本部層は，湖底発掘地と同様に

K１，K２ユニットに区分できる．K１ユニットは青灰
色礫混じり中～粗粒砂層および暗褐色泥炭質シルト層か

らなる．確認される層厚は約１２０cmである．［カワラ］，
［レンガ］，［白ツブ］，［ツブオレンジ］，[スミレ］，［灰
ザラ］などの火山灰鍵層を挟む．K２ユニットは灰白色
中～細粒砂層からなる．確認される層厚は約１００cmで
ある．［ノミ］，［黄ゴマ］などの火山灰鍵層を挟む．

野尻湖ナウマンゾウ博物館周辺の平坦地にも貫ノ木シ

ルト部層が分布する．ここでは，K１，K２ユニットが
確認され，泥炭質シルト，中～細粒砂層，細礫層などか

らなる．確認される層厚は約２００cmである．
仲町礫泥炭部層（新称）：本部層は，側方への層相変

化がはげしく，各層準の地層の分布も局所的であるため

に，連続的な層序全体を確認することが困難であるが，

火山灰鍵層により湖底の海端砂シルト部層と立が鼻砂部

層に対比される．以下に本部層の層相を記載する．

海端砂シルト部層 U１ユニットである［三点セット］
はスコリアと粗粒火山灰の互層からなるが，仲町丘陵で

は水成と風成の両相で確認される．標高の低い仲町丘陵

北部では粘土質シルトを挟むスコリアと粗粒火山灰の互

層であり，一部水の影響を受けて堆積したと考えられて

いる．これに対して，仲町丘陵の標高６６１m以上（第３
面よりも高い）の地域では，本層より上位の地層は風成

層として堆積している．

陸上発掘が行われた仲町丘陵北部では，海端砂シルト

部層 U３ユニットに挟まれるものと同様の［ブレッ
チャーゾーン］を挟む粗粒砂～砂礫層，泥炭質シルト層

が分布する．確認される層厚は約４０cmである．本層
からはナウマンゾウの臼歯がついた下顎骨が発見されて

いる（野尻湖哺乳類グループ，１９９６）．

同じく仲町丘陵北部には，立が鼻砂部層 T４～T６ユ
ニットに相当するスコリア質火山礫が散在する泥炭質シ

ルト層が分布する．全体の層厚は約６０cmである．立
が鼻砂部層Ｔ４～Ｔ６ユニットの火山灰鍵層である［ヒ

ゲスコ］，［青ヒゲ］，［中Ⅰピンク］，［ニセノミ］，［中Ⅱ

ピンク］，［赤スコ］を挟む．［赤スコ］と［ニセノミ］

が覆う２層準からナウマンゾウの足跡化石が発見されて

いる（長野県埋蔵文化財センター，２００４）．さらにその

上位には，立が鼻砂部層 T７ユニットに相当する黄灰色
シルト層が分布する．層厚は約４０cmで，立が鼻砂部
層 T７ユニットの火山灰鍵層である［上Ⅰピンク］を挟
む．

仲町礫泥炭部層は，主に泥炭層や礫を含む砂層から構

成されており，分布も断続的である．泥炭層は西側の池

尻川低地の泥炭層に連続する地層であり，砂礫層は東側

の丘陵側から供給されたものである．本部層中の砂礫層

は，池尻川低地に流れ込む扇状地性の堆積物であると推

定される．

仲町砂礫部層（新称）：本部層は，火山灰鍵層に基づ

き湖底の芙蓉湖砂シルト部層 F１～F２ユニットに対比
でき，層相により下位から N１，N２，N３ユニットに
区分される．また，本部層は野尻湖地質グループ（２０００

b）が上部野尻湖層Ⅰ～Ⅲとしたものに相当し，N１ユ
ニットがほぼ上部野尻湖層Ⅰのスコリア質砂礫層に，N
２ユニットが上部野尻湖層Ⅱの砂質礫層（スナガラ），

泥質砂礫層（ドロガラ）および上部野尻湖層Ⅲの黄褐色

シルト層に，N３ユニットが上部野尻湖層Ⅲの暗褐色砂
礫層（カツレキ）と暗褐色シルト層にそれぞれ相当する．

なお，野尻湖地質グループ（２０１８b）が仲町砂礫層下部，
中部，上部としたものはそれぞれ，N１，N２，N３ユ
ニットに相当する．

N１ユニットは，灰褐色スコリア質砂礫を含む砂礫層，
灰褐色シルト～泥炭質シルト層などからなる河成層およ

び沼沢湿地性堆積物である．仲町丘陵北部の池尻川低地

に近い地域では層厚は約２３０cmである．丘陵の稜線に
近づくにつれ層厚を減ずる．本ユニットからはオオツノ

ジカの臼歯や偶蹄類の足跡化石群が発見されている（長

野県埋蔵文化財センター，２００４）．

N２ユニットは，火山礫を含む細礫～粗粒砂層と黄灰
色シルト層からなる河成～沼沢湿地性堆積物である．ガ

ラス質火山灰層［ヌカⅠ］（姶良 Tnテフラ：AT）を基
底部付近に挟む．層厚は約１５０cmである．本ユニット
からは槍先形尖頭器，ナイフ形石器，台形石器などが出

土している（長野県埋蔵文化財センター，２００４）．

N３ユニットは暗褐色砂礫～砂層，灰色シルト層，暗
褐色シルト～砂層などからなる．層厚は１００cm以下で
ある．本ユニットからはナイフ形石器，細石核，細石刃，

槍先形尖頭器，石鏃，爪形文土器など後期旧石器時代後

半～縄文時代草創期の石器や土器が出土している（長野

県埋蔵文化財センター，２００４）．

（３）池尻川低地周辺

池尻川低地とその周辺の向新田および六月集落周辺に

分布する野尻湖層は，湖底発掘地周辺および仲町丘陵周

辺のものと層相が異なることから，新たに区分した．下

位から貫ノ木シルト部層，六月砂シルト部層，西たんぼ

泥炭部層と呼ぶこととする（図３）．以下に本部層の層

相を記載する．

貫ノ木シルト部層：本部層は，池尻川低地南側の六月

集落周辺で確認でき，湖底発掘地周辺と同様に K１，K
２ユニットに区分できる．K１ユニットは火山灰層を挟
む砂，シルト層からなり一部泥炭が発達する．K２ユ
ニットは［ノミ］［ゴマシオ］などの火山灰層を挟む砂

質シルト，泥炭層からなる（野尻湖地質グループ，
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図６a～d 湖底発掘地，仲町丘陵，池尻川低地における野尻湖層の層準別分布図
６a：貫ノ木シルト部層 K１ユニット堆積期，６b：K２ユニット堆積期，６c：海端砂シルト部層 U１ユニット堆積期，
６d：U２・U３ユニット堆積期
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図６e～h 湖底発掘地，仲町丘陵，池尻川低地における野尻湖層の層準別分布図
６e：立が鼻砂部層 T１―T３ユニット堆積期，６f：T４―T６ユニット堆積期，６g：T７ユニット堆積期，６h：芙蓉湖砂
シルト部層 F１ユニット堆積期．凡例は図６aと同じ．
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１９８０）．

六月砂シルト部層（新称）：本部層は，湖底の海端砂

シルト部層 U１ユニットから立が鼻砂部層 T３ユニット
に相当する．池尻川低地の西側の向新田集落付近ではシ

ルト層，泥炭層などからなり，［ブレチャーゾーン］［粉

アズキ］］［ドライカレー］などの火山灰鍵層を挟む（野

尻湖地質グループ，１９８０）．

西たんぼ泥炭部層（新称）：この地域の田圃を地元の

方が「西たんぼ」と呼んでいることから，本部層名とし

て「西たんぼ」を用いる．本部層は，池尻川低地の地下

に広く分布することが確認されている．西たんぼ泥炭部

層は，湖底の立が鼻砂シルト部層 T４ユニットから芙蓉
湖砂シルト部層 F４ユニットに相当する．厚い泥炭層と
泥炭質シルト層，シルト層などからなり，下位より［赤

スコ］とみられる黒色スコリア層，［キクロⅠ］［上Ⅰピ

ンク］［ヌカ］［アジシオ］などの火山灰層が確認される．

さらに上位には［黒ヌカ］［キビダンゴⅠ・Ⅱ］などが

確認される（野尻湖地質グループ，１９９０a，野尻湖火山
灰グループ，１９９０）．

池尻川低地内ではハンドオーガーを用いた調査が行わ

れており，ガラス質火山灰層［ヌカⅠ］の深度が明らか

にされている．それによると同層は最も深いところでは

６mで，最深部は低地の長軸方向と同じ北東～南西方向
を示す．また，仲町丘陵の縁辺部で急に深くなる傾向を

示す（野尻湖地質グループ，１９９０a）．

湖底発掘地，仲町丘陵，池尻川低地における野尻湖層の
分布と古地理の変遷

今回，膨大な地質柱状図や地層断面スケッチを，野尻

湖地質グループ（２００４）の層序区分に基づいて再区分す

る際に，各調査地点における地層の有無を，①貫ノ木シ

ルト部層 K１ユニット，②K２ユニット，③海端砂シル
ト部層 U１ユニット，④U２・U３ユニット，⑤立が鼻
砂部層 T１―T３ユニット，⑥T４―T６ユニット，⑦T７
ユニット，⑧芙蓉湖砂シルト部層 F１ユニット，⑨F２
ユニットの９つの層準の堆積期に区分して確認した．地

層の存在が確認された地点では，層相からその地層が風

成層であるか水成層であるかを判定した．さらに水成層

については，層相に基づき主にシルト層や砂層からなる

湖成堆積物，砂礫層からなる扇状地・河川性堆積物，砂

礫混じりシルト層からなる水つきロームおよび泥炭層に

区分した．その結果を調査位置図にプロットし，湖底発

掘地周辺の地形区分も考え合わせることにより各層準の

地層分布図を作成した（図６a～i）．さらに，これらの
地層分布図を重ね合わせることで，湖底発掘地から池尻

川低地にかけての高精度な地質図を作成することができ

た（図７）．以下に各層準の地層分布図とこれまでの研

究成果から読み取れる古地理の変遷について記述する．

①貫ノ木シルト部層K１ユニット堆積期（図６a）：

本堆積期の水成層は主にシルト層からなり（図５），調

査地域南部の芙蓉台，北部の小丸山，真光寺北側の尾根

を除く広い範囲に分布する．池尻川岩屑なだれ堆積物が

調査地域の西側を埋め立てたことにより，広い範囲が湛

水し，細粒な堆積物が堆積したと推定されている（野尻

湖地質グループ，１９９０b）．
②貫ノ木シルト部層K２ユニット堆積期（図６b）：K

１ユニット堆積期に比べ，芙蓉台の北側で風成層の範囲

がやや広がっている．仲町丘陵の南部が隆起を開始し，

離水が始まったと考えられる．

③海端砂シルト部層U１ユニット堆積期（図６c）：

仲町丘陵全体に風成層の範囲が広がるため，U１ユニッ
ト堆積期（［三点セット］の降灰）までには仲町丘陵全

体が隆起し，中部を除きほぼ離水した状態になり，丘陵

により池尻川低地側の水域と野尻湖側の水域に分離した

と考えられる．このことは野尻湖地質グループ（１９８０）

の古地理図とも整合的である．また，湖底発掘地では本

ユニットが北側に向かって下位層にアバットする様子が

確認されているため，この頃にはすでに立が鼻も隆起し，

半島状の地形を形成していたと考えられる．

④海端砂シルト部層U２・U３ユニット堆積期（図６

d）：北端部を除き，仲町丘陵が風成層に覆われるため，

丘陵全体が離水した状態になった．また，図６dの星印

図６i 湖底発掘地，仲町丘陵，池尻川低地における野
尻湖層の層準別分布図

６i：芙蓉湖砂シルト部層 F２ユニット堆積期凡例は図６
aと同じ．矢印は水の流れを示す．
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の位置で，U３ユニット中の［ドライカレー］の層中に
数多くのナウマンゾウの足跡化石が検出されている（野

尻湖発掘調査団足跡古環境班，１９９２）．足跡化石が検出

された地点は，［粉アズキ］の堆積構造と含まれる植物

化石から，湖岸線付近の沈水三角州のような環境であっ

たと推定されている．足跡化石検出地点は U２・U３の
水成層の分布境界より約４０m湖心側によっているため，
本ユニット堆積期には数m程度の湖水面の上下変動が
あったと考えられる．また，足跡化石検出地点よりも湖

岸側の U２・U３の水成層の分布境界付近で，［粉アズ
キ］，［ドライカレー］が湖岸側にアバットして堆積して

いる様子が確認されている（野尻湖地質グループ，

１９９６；２０１８；野尻湖地質グループ・野尻湖火山灰グルー

プ，２０１６）．したがって，両層が堆積するときは水位が

高く，足跡が付けられたときまでには水位が低下してい

なければならず，水位変動は比較的短時間で起きていた

可能性が高い．この推定は，野尻湖発掘調査団足跡古環

境班（１９９２）の［粉アズキ］層堆積期の終わりごろから

は湖水面が低下していき，現在の陸域に近い側から干あ

がっていったという推定と調和的である．

⑤立が鼻砂部層 T１―T３ユニット堆積期（図６e）：湖
底発掘地周辺では，U２・U３ユニット堆積期の水成層
の分布範囲に比べ狭くなる．このことから，T３ユニッ
ト堆積終了時は U２・U３ユニット堆積期に比べ，相対
的に水位が低かったと考えられる．またこの時期，湖底

発掘地では湖岸に平行な洲が発達し，南西から北東方向

の流れにより厚い砂礫層が堆積したと考えられており，

その母材は上ノ原沢から供給されたと推定されている

（野尻湖地質グループ，２０１０）．T１・T２ユニットほど
厚い砂礫層は，湖底発掘地の野尻湖層中にはなく（野尻

湖地質グループ，２００４），特異な堆積物といえる．T１・
T２ユニット堆積期に特に多雨であったという証拠は見
つかっていない（Kondo et al.,２０１８）ため，仲町丘陵
の隆起や相対的な水位低下により上ノ原沢の浸食が盛ん

になった可能性がある．

⑥立が鼻砂部層 T４―T６ユニット堆積期（図６f）：T４
ユニット堆積期は T１・T２ユニット堆積期に比べ湖水
位が低下したと推定されている（野尻湖地質グループ，

１９８０）．また，南西方向からだった T１・T２ユニット堆
積期と大きく異なり，北西方向からの流れによって堆積

物が供給されたと推定されている（阪神わかやま野尻湖

地質サブグループ，２００３）．そして，この変化は T３ユ
ニット堆積時には起きていたこと，古水系を変化させた

要因は仲町丘陵の構造的な隆起の可能性が示唆されてい

る（野尻湖地質グループ，２０１０）．しかし，T１―T３ユ
ニット堆積期の水成層の分布範囲とあまり変化がないこ

とからも，隆起だけでは流れの向きが変わる理由として

は弱い．堆積物や地形の証拠が残っていないため，推論

の域を出ないが，古水系の変化の要因を検討すると，前

述のように T１・T２ユニット堆積期に上ノ原沢の浸食

が盛んになった可能性が高い．この沢から排出された堆

積物が扇状地状の高まりを形成し，それを避けるように

なった流れが野尻湖ナウマンゾウ博物館の方へ北流した

のち，湖底発掘地方面へ流れを変えて流入したと考える

と古水系の変化を説明することができる．

⑦立が鼻砂部層 T７ユニット堆積期（図６g）：湖底発
掘地周辺では T４―T６ユニット堆積期に比べ水成層の分
布境界が湖心側へ移動する．このため仲町丘陵を中心と

する西側が，相対的に隆起し，より湖心側へ堆積域がシ

フトしたと考えられる．また池尻川低地では仲町丘陵に

近い調査地点０１（図４）の地下７．０９mに［黄クロⅡ］
を挟む泥炭層がハンドオーガー調査で確認されている

（深くて図中に収まらないために図５の対比柱状では割

愛）ことから，少なくとも T７ユニット堆積時には，池
尻川低地に広く泥炭地が広がっていたことがわかる．

⑧芙蓉湖砂シルト部層 F１ユニット堆積期（図６h）：
湖底発掘地周辺では T７ユニット堆積期に比べ水成層の
分布境界がより湖心側へ移動する．このため仲町丘陵を

中心とする西側の隆起が引き続き起こったと考えられる．

また，仲町丘陵北端部に位置する「ナウマンゾウ親子像」

の南では南東側から供給された主に砂礫からなる地層が

堆積し，池尻川低地側に張り出した扇状地が形成された．

この扇状地性の堆積物には数層の泥炭質シルト層が挟ま

れており，それらは池尻川低地の泥炭層に連続するもの

と推定される．したがって，扇状地を形成した砂礫層は

断続的に堆積したものと考えられる．

⑨芙蓉湖砂シルト部層 F２ユニット堆積期（図６i）：
湖底発掘地周辺では F１ユニット堆積期に比べ水成層の
分布境界がより湖心側へ移動する．このため仲町丘陵を

中心とする西側の隆起が本ユニット堆積期まで継続して

いたと考えられる．仲町丘陵北端部に位置する「ナウマ

ンゾウ親子像」付近では F１ユニット堆積期に引き続き
砂礫の供給があり扇状地を発達させた．ただし，この時

期には南東側からに加え北東からも砂礫の供給があった

と考えられる．

仲町丘陵周辺における地形面形成期と湖水位変動との比較

今回明らかにした地層分布に基づき仲町丘陵周辺の地

形区分と中村ほか（２０１３）により報告された野尻湖にお

ける過去４.５間年間の湖水位変動を比較し，仲町丘陵周
辺の地形形成期を検討する．

まず，仲町丘陵から現在の湖岸線にかけて分布する４

段の段丘地形について検討する．これらの段丘が発達す

る地域には主だった河川がなく，段丘の伸びの方向が現

在の湖岸線に沿っているため，湖成段丘であると考えら

れる．したがって，その平坦面は主に湖の波蝕によって

形成されたものと推定される．調査地域でもっとも高い

面である第４面上は海端砂シルト部層 U１ユニットの
［三点セット］，U３ユニットの［ブレッチャーゾーン］，
［粉アズキ］，［ドライカレー］，T４―T６ユニットの［青
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図７ 湖底発掘地，仲町丘陵，池尻川低地の地質図

長野県北部，野尻湖湖底発掘調査地周辺地域における野尻湖層の層序と分布 11



ヒゲ］，［ニセノミ］，［赤スコ］が欠如することなく風成

層として堆積している地点がある（図４，５の地点０９）．

したがって，この面は少なくとも［三点セット］の降灰

までには形成され，離水していたと考えられる．［三点

セット］は複数の火山灰層とスコリア層の互層からなり，

一番下の火山灰層の年代は長橋・石山（２００９）により約

６.１万年前と見積もられている．
第１～３面は野尻ローム層に覆われない（図５）ため，

少なくとも粗いスコリア層からなる立が鼻砂部層 T６ユ
ニットの［赤スコ］の降灰以降に浸食によって形成され

た面と考えられる．［赤スコ］の年代は，長橋・石山

（２００９）により４.２８万年前と見積もられている．中村ほ
か（２００３）は，野尻湖底の音波探査記録に見られる湖水

位指標に基づき，過去４.５万年間に８回の上昇・下降を
繰り返したことを明らかにし，火山灰鍵層の年代から主

な上昇のピークは約２,０００年前，約７,０００年前，約１１,０００
年前，約１５,０００年前，約１９,０００年前，約２２,０００年前，
約３０,０００年前，約３９,０００年前であると見積もっている．
これらのピークのうち約２,０００年前のものは現在の湖水
位とほとんど変わらないレベルと推定されているため，

段丘形成には関わっていないと考えられる．これに対し

て７,０００年前のピークは現在の湖水位よりも最大で１０
m程度上昇したと推定しているため，この上昇が一番
低い第１面を形成した可能性が高い．

約１１,０００年前のピークは最大で１０m程度湖水位が上
昇したと見積もられているが，約１５,０００年前，約１９,０００
年前，約２２,０００年前のピークはそれよりも小さく，５m
前後の上昇であったと見積もっている．このため，第２

面の形成は約１１,０００年前の上昇による可能性が高い．
また，この面を完新統の柏原黒色火山灰層が覆う地点

（図４，５の地点１１）があることも，この検討結果と整

合的である．

第３面と第４面の比高は２～３mあり，第２面と第３
面，第１面と第２面の比高よりも大きい．したがって，

上昇量が小さかった約１５,０００年前，約１９,０００年前，約
２２,０００年前のピークでは形成できないと考えられる．
これに対して約３０,０００年前と約３９,０００年前のピークで
は８～１０mの湖水位の上昇が見積もられているため，
どちらかで形成された可能性がある．

次に仲町丘陵北端部の扇状地地形について検討する．

この地形を形成している堆積物は芙蓉湖砂シルト部層に

対比される仲町砂礫層 N１―N３ユニットで，東側から
供給された堆積物である．この扇状地地形の東側には仲

町丘陵北端部の高まりがあるが，このあたりからだけで

は堆積物の供給を賄いきれないため，野尻湖をあふれた

流れが砂礫を供給したものと考えられる．野尻湖側から

池尻川低地に砂礫を運ぶには，湖水位が低い時期よりも

高い時期の方が考えやすい．そこで，中村ほか（２０１３）

のどの湖水位上昇のピークが，これらの堆積物の形成に

関連しているかを検討する．

仲町砂礫層のうち最下位の N１ユニットは約３．７９万
年前（長橋・石山，２００９）の［上Ⅰピンク］より上位で

ATに対比される［ヌカⅠ］の下位であることから，本
ユニットは約３０,０００年前の湖水位の上昇にともない形
成されたと考えられる．なお，ATの年代値は近年では
水月湖の年縞堆積物の研究から約３万年前と見積もられ

ている（Smith et al.,２０１３）が，中村ほか（２０１３）は長
橋・石山（２００９）にしたがい２．９万年前としている．

N２ユニットの基底部には［ヌカⅠ］が挟まれ，槍先
形尖頭器，ナイフ形石器，台形石器などの石刃技法に基

づく後期旧石器時代後半の遺物が出土している（長野県

埋蔵文化財センター，２００４）ことから，本ユニットは主

に約２２,０００年前の水位上昇にともない形成された可能
性がある．

N３ユニットからは，ナイフ形石器，細石核，細石刃，
槍先形尖頭器，石鏃，爪形文土器など後期旧石器時代後

半～縄文時代草創期の石器や土器が出土しており（長野

県埋蔵文化財センター，２００４），それよりも時代の新し

い遺物が発見されていない．このため本ユニットは約

１１,０００年前の湖水位の上昇にともなって形成されたと
考えられる．

まとめ

１）過去４５年間の地質調査および発掘調査で得られた

地質データを野尻湖地質グループ（２００４）の層序区分

に基づいて見直し，仲町丘陵および池尻川低地の野尻

湖層相当層の地質層序を再構築するとともに，湖底発

掘地の野尻湖層との層序関係を明らかにした．

２）湖底発掘地から池尻川低地にかけての層準別地層分

布図を作成し，古地理の変遷を検討した．また，それ

らの地層分布図を重ね合わせることで高精度な地質図

を作成した．

３）仲町丘陵周辺の段丘地形と丘陵北端部の扇状地地形

の形成史を，今回明らかにした地層分布と野尻湖の過

去４．５万年間の湖水位変動に基づき明らかにした．
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Stratigraphy and distribution of The Nojiriko Formation in the Excavation Site of
Lake Nojiri and its surrounding area, Northern part of Nagano Prefecture

Geology Research Group for Nojir-ko Excavation

Abstract In this study, a large amount of geological data for about past 45 years in the excavation site of lake
Nojiri-ko and its surrounding area were reconsidered based on the stratigraphic division of Geology Research
Group for Nojir-ko Excavation（2004）. Geologic stratigraphy of the Nakamachi hill and Ikejirigawa lowland was
revealed through reconsideration of these data. Distribution maps of each geological unit and high resolution geo-
logical map in the excavation site of lake Nojiri-ko and its surrounding area were created and paleogeographical
changes of this area was considered based on them. The landform evolution surrounding Nakamachi hill was re-
vealed based on geological map of this study and lake-level changes during the past 45,000 years in lake Nojiri-ko.

Key words: Nojiri-ko Formation, stratigraphy, Geological map, Columnar section, Nojiri-ko Excavation
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